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背景

• リコー社内研修の受講者が自分の
問題を実際にTRIZ活用テーマとして
実施した活動例である。

• 問題は、循環型エコ包装のストラッ
プという部品が工場に戻ってきた際に
欠品していたり破損していたことであ
る。
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2003年世界環境センターゴールドメダル受賞

循環型エコ包装の概要循環型エコ包装の概要

• 再生プラスチックを使用した複写機用循環
型エコ包装は8機種対応、7,500セットが稼動。

• 納品時のお客様先でのごみ発生ゼロ。
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物流

お客さまへ選任作業者による開梱

工場へ（再使用） 委託
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構成部品部品

1.天板 （１個）
2.ロック （４個）
3.支柱 （４本）
4.パット （４個）
5.操作デカル（２枚）
6.固定台 （４個）
7.ストラップ（４個）
8.パレット（１個）

製品

㈱リコー TRIZ研究会 6



問題内容（状況）問題内容（状況）

回収品質
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ストラップの回収品質

良品
53%

欠品
24% 3%

変形
6%

白化
14%

変形

切断

白化

良品

欠品
切断

欠品率：24％
不良率：23％
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ストラップの機能と構造

機能：支柱をパレットに固定する
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不良品

（変形）

（切断） （白化）
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問題対策

開梱手順書の追加

1. 販売区へ操作指導の改善依頼（開梱作業手順書遵守）
2. 回収ストラップ仕損率を変更し、工場への供給量を増やす
3. 操作改善が出来ないと判断した場合は、消耗品扱いとする
4. 変形、白化度合いの判定基準書の見直し
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開梱手順書
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対策結果

改善効果なし

部品を変更しよう

TRIZを使ってみよう
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問題の分析

機能分析
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なぜ狙い通りの回収ができないのか？

今までは捨ていたので、
本機種で回収再使用品に
なったことを知らない作
業者がいる。

前進機と異なる点

1. ストラップ色・形状

2. 取り外し操作
本機は回収
再使用品

前進機は
消耗品
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なぜ白化するのか？

ストラップを外さずに支柱を外すと、
嵌合部での応力集中により材料白
化する。
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なぜ変形、紛失するのか？

下部を捻ると簡単にパレットから外れて、支柱に
付いた状態になる。変形、紛失につながる。
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分析結果のまとめ

分析調査より解った事

1. 回収すべき事を知らずに破棄してしまう
2. 取外し方を知らずに破損してしまう

設計の狙いとした操作が作業者に伝わっていない
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設計の狙い

支柱から外し、パレットに収納する
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問題の定義

ストラップが破損したり無くなったりする。

設計の狙い通りに外していないようだ！

問題の定義
設計意図が作業者に正確に伝わっていない
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技術矛盾の定義による解法

技術システムの目的：支柱をパレットに確実に
固定しかつ脱着が容易である

パラメータ Ａ：操作の正確さ Ｂ：操作の容易性

A
B

操作の正確さを要求しようとすると操作に時間がかかる

直感的な操作で、ストラップの正しい脱着操作ができる
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発明原理から解決コンセプトへ

矛盾マトリックス表の活用

発明原理

29:製造精度 33:操作の容易性 01:分割原理
32:変色利用原理
35:ﾊﾟﾗﾒｰﾀ変更原理
23:ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ原理

改善する特性 悪化する特性

29:製造精度 24:時間損失 32:変色利用原理
26:代替原理
28:機械的システム代替原理
18:機械的振動原理
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解決コンセプト検討

１．

デカルを認識する 機能を強化するにはどうすればよいか? 

32 - 変色利用原理 ： 目立つ色に
支柱、パレットなどの周囲の色と補色にする

支柱 パレット 支柱 パレット

グレイ ブルー

乳白色

グレイ ブルー

赤系の色
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解決コンセプト検討

２．

ストラップ（４個）を壊す機能を削除するにはどうすればよいか?

1 - 分割原理 ： 機能を一目でわかる構造、形状に
指を入れるのが解る形状にする、直接荷札をつける
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解決コンセプト一覧

1.気がつく様にする（分割原理、変色利用原理から）

①ベルト化（支柱とパレットを固定）
②色を変える（パレット色の補色又は蛍光色）

2.見て機能・構造がわかる（分割の原理から）

①外れないような構造（パレットから）
②取っ手の形状、デカル位置・大きさ・絵文字化

3.取り外し順序を見直す

・ストラップを外してから天板を外す

4.天板と連動し次の行動を促す（ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ原理、分割の原理）

・天板のロックとストラップを結ぶ
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解決コンセプトの決定

１.気がつく様にする：色を変える検討

①ストラップを目立つ色にする（赤系色）

②デカルを複数に分け、適所に設ける

２.見て機能・構造がわかる

①取っ手の形状をリング形状にする

②パレットから外れないように錨形の抜け防止を設ける
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解決コンセプトの具現化

操作性改善

Ｃ 収納するＢ 引く（外す）Ａ 指を入れる
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視認性の改善

ストラップ位置近傍に
デカルを追加

目立つ色
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まとめ

• 最小問題として捉え
–部品強度の変更でなく、ヒューマンインタフェース
の改善を図った

部品の変更 ストラップ、デカル、開梱手順書

• 対策結果
–改善効果は認められたが、不良が依然発生

新たな対策を検討中
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部品の変更

１．ストラップの変更
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部品の変更

２．操作デカルの変更
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部品の変更

３．開梱手順書の変更
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対策結果

良品：５３％ 良品：８１％
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